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　８月１０日から２９日の間、久井区集会所がイルミネーションで彩られた。

コロナ禍でも何かできることはないか、との思いで久井分館文化部が企画。

１０年ほど前から旧飯田測候所（馬場町）のイルミネーションを企画運営し

ている、橋北地区の住民有志グループ「橋北面
おもしろ

白倶
く

楽
ら

部
ぶ

」から技術的な指導

を受け実施に至った。

ようこそ松尾へ
寺所区　中 澤 信 幸さん 由 季 子さん

のぶ　ゆきなか   ざ わ ゆ　　き　　こ

センター異動

世帯数 ５，１９５世帯

８月末現在

男子 ６，２１５人

女子 ６，７９５人

 計 １３，０１０人

　

７
月
５
日
に
、
常
盤
台
区
北

の
原
団
地
北
に
位
置
す
る
道
路

に
、
砂
利
を
敷
く
道
路
補
修
作

業
が
行
わ
れ
、
常
盤
台
区
新
旧

役
員
約
20
人
が
参
加
し
た
。

　

そ
の
道
路
は
市
道
と
私
道
が

平
行
し
て
お
り
、
鼎
下
山
方
面

に
向
か
う
生
活
道
路
と
な
っ
て
い

る
。
特
に
下
山
村
駅
を
利
用
す

る
学
生
に
と
っ
て
は
大
事
な
道
で

年
々
砂
利
が
少
な
く
な
り
、
水

た
ま
り
が
出
来
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
出
来
た
市
道
と
の
境
界
部
が

露
出
、
そ
れ
に
つ
ま
ず
く
と
いっ

た
苦
情
が
出
て
い
た
。

　

昨
年
度
飯
田
市
に
掛
け
合
い
、

道
路
改
良
事
業
の一
環
と
し
て
、

砂
利
を
用
意
し
て
も
ら
い
、
昨

年
度
中
に
は
補
修
が
終
了
す
る

予
定
で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
作
業
が

出
来
ず
、
よ
う
や
く
取
り
掛
か

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

常
盤
台
区
集
会
所
に
仮
置
き

し
た
砂
利
を
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
で
ト

ラ
ッ
ク
に
積
み
、
そ
れ
を
道
路
ま

で
運
ん
で
いっ
た
。

　
「
今
年
は
楽
で
い

い
な
」「
う
ま
い
こ

と
や
っ
た
な
」
▼

覚
悟
を
決
め
て
役

を
受
け
た
。
思
い

も
よ
ら
ぬ
コ
ロ
ナ

禍
に
見
舞
わ
れ
た
。
何
一
つ
例

年
通
り
に
い
か
な
い
。
あ
れ
は

ど
う
す
る
、こ
れ
は
ど
う
な
る
。

他
地
区
は
ど
う
か
？
数
少
な
い

役
員
で
前
例
の
な
い
事
態
に
右

往
左
往
す
る
。何
も
で
き
な
い
。

何
も
で
き
ま
せ
ん
と
皆
さ
ん
を

集
め
て
伝
え
る
こ
と
も
で
き
な

い
。
困
っ
た
。
通
知
文
書
を
出

そ
う
に
も
昨
年
の
デ
ー
タ
は
使

え
な
い
。
一
か
ら
作
る
。
そ
ん

な
折
、
冒
頭
の
言
葉
を
掛
け
ら

れ
た
▼
昨
今
は
役
を
引
き
受
け

て
く
れ
る
人
を
探
す
の
に
苦
労

す
る
。
何
も
で
き
な
い
今
年
が

楽
で
い
い
と
い
う
こ
と
は
、
楽

に
す
れ
ば
誰
で
も
受
け
易
く
な

る
の
か
も
。
時
代
と
共
に
増
え

続
け
た
行
事
を
、
多
忙
な
毎
日

の
合
間
に
何
と
か
こ
な
す
や
り

方
を
、
行
事
ゼ
ロ
に
な
っ
た
今

こ
そ
、
見
直
す
チ
ャ
ン
ス
な
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
当
に

必
要
な
こ
と
、
続
け
て
い
き
た

い
と
思
う
こ
と
を
、
そ
こ
に
住

む
皆
で
再
考
し
た
ら
ど
う
だ
ろ

う
▼
小
学
校
で
も
楽
し
み
に
し

て
い
た
行
事
は
全
て
な
く
な
っ

た
。
た
だ
、
約
３
ヵ
月
間
の
休

校
を
経
た
子
供
た
ち
は
、
夏
休

み
ま
で
の
日
々
を
学
校
で
過
ご

す
こ
と
が
で
き
た
。
子
供
た
ち

を
見
守
り
な
が
ら
授
業
を
進
め

た
先
生
の
気
苦
労
を
思
う
と
感

謝
の
気
持
ち
が
溢
れ
る
▼
い
つ

か
学
校
に
も
行
事
が
戻
る
だ
ろ

う
。
よ
り
良
い
形
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
。
そ
し
て
今
は
通
え

る
日
々
に
感
謝
し
た
い
。
行
事

は
な
く
て
も
普
通
の
日
々
。
そ

れ
こ
そ
が
実
は
尊
い
思
い
出
に

な
っ
て
い
く
の
だ
か
ら
。

道
路
補
修
作
業

心
残
り
が
解
消
　

常盤台区

　

元
建
築
業
の
区
民
か
ら
の
助

言
も
あ
り
、ジ
ョ
レ
ン
・
ス
コ
ッ

プ
・
ト
ン
ボ
を
使
い
、
作
業
は

順
調
に
進
ん
だ
。
大
型
ト
ラ
ッ

ク
で
の
踏
み
固
め
も
行
い
、「
プ

ロ
並
み
の
出
来
」
と
の
声
も
上

が
っ
た
。
余
っ
た
砂
利
は
集
会

所
駐
車
場
に
敷
き
詰
め
た
。

　

心
配
さ
れ
た
天
気
も
作
業
中

は
晴
れ
、
作
業
終
了
直
後
に
雨

が
降
り
出
す
と
い
う
状
況
で

あ
っ
た
。

　

西
田
克
美
前
区
長
は
、「
唯

一
の
心
残
り
で
あ
っ
た
作
業
が

終
わ
り
、
非
常
に
綺
麗
に
で
き

た
こ
と
は
本
当
に
嬉
し
い
」
と

語
っ
た
。

　〈
転
入
〉

　〈
転
出
〉

○
セ
ン
タ
ー
職
員

　
　
小
木
曽
　
誠
（
納
税
課
）

○
セ
ン
タ
ー
職
員

　
　
佐
藤
み
ど
り
（
市
民
課
）

○
保
健
師
　
　

　
　
吉
川
　
貴
子

　
　
　
（
龍
江
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
）

○
公
民
館
管
理
係

　
　
植
田
　
陽
子
（
退
職
）

　今年度の市役所人事異動により、

新しく４人が着任しました。

センター職員

原　　葉子

保健師

矢澤　美枝

センター職員

林　　舞歩

公民館管理係

壬生　寿美

　
今
回
ご
紹
介
す
る
ご

家
族
は
、
寺
所
区
の
ア

パ
ー
ト
に
10
年
間
暮
ら

し
た
後
、
寺
所
区
に
住

宅
を
建
て
て
５
年
近
く

に
な
る
中
澤
さ
ん
ご
家

族
で
す
。
家
族
構
成
は

ご
夫
婦
と
小
学
４
年
生

の
杜と

き綺
く
ん
、
小
学
２

年
生
の
心こ

ま

き槇
さ
ん
の
元

気
な
明
る
い
家
族
で
す
。

Ｑ
　
出
身
地
は
ど
ち
ら

で
す
か
？

Ａ
　
信
幸
さ
ん
・
由
季

子
さ
ん

：

共
に
安

曇
野
市
で
す
。

Ｑ
　
松
尾
に
住
も
う
と

決
め
た
理
由
は
？

Ａ
　
消
防
士
に
な
り
た
く
て
飯
田
広
域
消
防

に
就
職
。
そ
の
後
、
結
婚
し
て
寺
所
の
ア

パ
ー
ト
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
当
初
は

就
職
し
て
２
年
ぐ
ら
い
で
安
曇
野
市
へ
帰

ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
職
場
や
地

域
の
人
た
ち
と
接
し
て
い
く
う
ち
に
居
心

地
が
良
く
な
り
松
尾
に
定
住
す
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。
ア
パ
ー
ト
の
大
家
さ
ん
に

大
変
良
く
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
近
く

に
住
も
う
と
現
在
の
地
へ
新
居
を
構
え
ま

し
た
。

Ｑ
　
松
尾
の
印
象
は
い
か
が
で
す
か
？

Ａ
　
人
が
朗
ら
か
で
優
し
く
居
心
地
が
良
い
で

す
。

　
　
　
松
尾
地
区
は
平
地
も
多
く
子
ど
も

の
遊
び
や
育
成
に
適
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
冬
は
暖
か
く
雪
も
あ
ま
り
降
ら
な
い
と

こ
ろ
も
定
住
の
要
因
と
な
り
ま
し
た
。

Ｑ
　
松
尾
に
住
ん
で
み
て
、
こ
う
な
る
と
も
っ

と
い
い
の
に
な
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？

Ａ
　
近
く
に
飲
食
店
が
も
う
少
し
あ
っ
た
ら
と
思
い

ま
す
。

　　　　　各
地
区
の
公
園
は
小
さ
く
て
遊
具
も
少
な
い

の
で
、
大
き
い
公
園
が
松
尾
に
欲
し
い
な
と
思

い
ま
す
。

Ｑ
　
中
澤
家
の
家
訓(

家
族
の
姿
は)

は
何
で

す
か
？

Ａ
　「
明
る
く
朗
ら
か
な
家
庭
」
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
礼
儀
が
あ
っ
て
地
域
の
皆
さ
ん
に

可
愛
が
っ
て
も
ら
え
る
家
族
に
し
て
い
き
た
い
で

す
。

Ｑ
　
家
族
で
楽
し
ん
で
い
る
こ
と
は
何
で
す

か
？

Ａ
　
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
で
す
。
家
族
で
楽
し
み
な

が
ら
練
習
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
は
松
尾
小
学
校
で
取
り

組
ま
れ
て
お
り
、
大
会
に
は
積
極
的
に
参

加
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
信
幸
さ
ん
は
４

年
生
チ
ー
ム
の
監
督
を
、
由
季
子
さ
ん
は

低
学
年
チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
を
そ
れ
ぞ
れ
務

め
て
い
ま
す
。

　
明
る
く
積
極
的
に
地
域
の
行
事
に
参
加
す
る

中
澤
さ
ん
ご
家
族
で
す
が
、
半
年
前
か
ら
家
族

の
一
員
に
加
わ
っ
た
豆
柴
犬
の「
な
ぎ
ち
ゃ
ん
」。

動
物
を
育
て
る
こ
と
の
責
任
感
も
培
っ
て
い
き

た
い
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

コロナウイルス終息に願いを込めて
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毛
賀
地
区
で
は
道
路
が
陥
没
、

毛
賀
沢
川
で
土
砂
崩
れ
が
起
き

る
な
ど
地
区
内
34
ヵ
所
で
被
害

が
あ
っ
た
。

　

天
竜
川
の
水
位
上
昇
に
よ
り
、

７
月
８
日
午
前
８
時
半
前
か
ら

ポ
ン
プ
車
の
運
転
を
し
、
金
色

洞
川
の
内
水
を
毛
賀
沢
川
に
排

除
す
る
内
水
排
除
を
行
っ
た
。

　

松
尾
地
区
で
は
毎
年
、
飯
田

市
、
地
元
協
力
業
者
、
松
尾
地

区
ま
ち
づ
く

り
委
員
会

が
協
力
し
て

内
水
排
除

訓
練
を
行
っ

て
い
る
。
今

年
の
訓
練
は

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染

防
止
の
た
め

小
規
模
と

な
っ
た
が
、

迅
速
か
つ
正

確
な
対
応
が

な
さ
れ
、
例

年
の
訓
練
が

活
か
さ
れ
る

格
好
と
な
っ

た
。

　

令
和
元
年
度
末
、
１
期
２
年

の
任
期
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
２
年
間
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
年
度
末
に
地
域
振

興
部
会
の
推
薦
を
い
た
だ
き

未
熟
な
私
で
あ
り
ま
す
が
２

期
目
の
会
長
を
お
受
け
し
ま

し
た
。
松
尾
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
の
役
員
の
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り

令
和
２
年
度
の
総
会
が
開
催
で

き
ず
、
書
面
表
決
に
て
代
議
員

の
全
員
の
賛
成
を
得
て
承
認
を

い
た
だ
き
本
年
度
の
事
業
が
確

定
し
、
事
業
を
推
進
し
て
参
り

ま
す
。

　

昨
年
飯
田
市
に
提
案
し
た
ス

ポ
ー
ツ
パ
ー
クIID

A
構
想
の

一
部
、
天
竜
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ

い
て
市
教
育
委
員
会
、
産
業
経

済
課
と
話
し
合
い
を
行
い
、
ほ

ぼ
同
意
を
い
た
だ
き
本
年
度
末

に
は
松
尾
地
区
の
管
理
の
元

「
松
尾
天
竜
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
と

し
て
出
発
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
松
尾
区
民
の
健
康
増
進
、

健
康
温
泉「
ほ
っ
湯
ア
ッ
プ
ル
」

の
利
用
促
進
に
な
る
よ
う
松
尾

地
区
民
、
飯
田
市
民
の
健
康
増

進
の
場
所
と
し
て
期
待
し
て
お

り
ま
す
。
昨
年
度
末
松
尾
地
区

　
令
和
２
年
度
松
尾
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
総
会
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
対

策
の
た
め
、
書
面
に
よ
る
表
決
総
会
と
な
っ
た
。
代
議
員
41
人
に
送
付
さ
れ
た
令
和
元
年
度

事
業
報
告
、
会
計
決
算
及
び
監
査
報
告
、
令
和
２
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
の
書
面
表
決
書
は
、

５
月
13
日
に
開
票
確
認
が
行
わ
れ
、
議
案
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
た
。

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
総
会

　
　
　
　
　

 

異
例
の
書
面
議
決

　

飯
田
市
で
は
６
月
30
日
か
ら

７
月
８
日
ま
で
の
間
、
累
積
雨

量
が
６
０
０
㍉
を
超
え
、
地
域

に
よ
っ
て
は
年
間
の
３
分
の
１
余

り
の
雨
量
を
記
録
し
た
。
そ
れ

に
伴
い
、
い
た
る
所
で
浸
水
や
土

砂
崩
れ
が
発
生
し
た
。

　令和２年３月、飯田市より「災害から命を守るた
めの私たちの備え」とした防災マップ災害予測図
が２種類作成され各戸配布された。

　

松
尾
地
区
で
も
、
６
月
に
入
っ

て
か
ら
の
長
雨
で
地
盤
が
緩
ん

で
い
た
と
こ
ろ
に
、
30
日
に
大
雨

警
報
、
７
月
８
日
に
は
土
砂
災

害
警
戒
情
報
、
大
雨
特
別
警
報

が
発
令
さ
れ
る
ほ
ど
の
大
雨
が

降
り
、
城
区
で
は
床
下
浸
水
、

城区で床下浸水

毛賀地籍での倒木

毛賀沢川沿いでも陥没

毛賀沢川での擁壁とガードレールの崩落

会
長
あ
い
さ
つ

大
雨
の
被
害
甚
大

金
色
洞
川
で
内
水
排
除

災害から命を守るための私たちの備え

役　職　名 氏　名 地　区
会　長 宮澤　直人 代　田
副会長 池沼　良明 上　溝
副会長兼会計（寺所区長） 鋤柄　富男 寺　所
公民館長 下條　啓市 代　田
総務部長 藤本　克広 新　井
総務部副部長 恩田　豊美 清　水
総務部副部長 仲村　晴子 城
地域振興部長（上溝区長） 小木曽貴幸 上　溝
生活安全部長 石原　　茂 明
交通安全部長 久保田　賢 水　城
環境衛生部長 平松　敏一 久　井
健康福祉部長 仲村　博夫 城
青少年健全育成会長 松澤　秀明 代　田
久井区長 丸山　正敏 久　井
水城区長 塩澤　一広 水　城
新井区長 今村與志昭 新　井
明区長 三浦　可収 明
清水区長 竹村　清海 清　水
城区長 松村　宗一 城
八幡町区長 黒田　　誠 八幡町
代田区長 奥村　和德 代　田
毛賀区長 木下　　寬 毛　賀
常盤台区長 福井　公文 常盤台
財産区管理委員長 櫻井　　徹 代　田
相談役（市議会議員） 村松まり子 八幡町
相談役（市議会議員） 木下　徳康 毛　賀
消防団第５分団長 田中　篤志 明
日赤奉仕団松尾分団長 下井真由美 城
松尾地区民生児童委員協議会長 小澤　一仁 新　井

令和２年度　まちづくり委員会役員等名簿

コロナ対策
避難所開設
　 　 訓練

　

８
月
30

日
、
松
尾

地
区
自
主

防
災
会
に

よ
る
地
震

総
合
防
災

訓
練
が
松

尾
公
民
館

で
行
わ
れ
た
。
今
年
度
は
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策

を
含
め
た
避
難
所
開
設
、
運
営

訓
練
と
、
防
災
資
機
材
を
実
際

に
組
み
立
て
使
用
す
る
訓
練
が

行
わ
れ
た
。
参
加
者
は
感
染
防

護
服
を
着
用
し
、
検
温
に
よ
る

避
難
者
の
振
り
分
け
な
ど
を
体

験
し
た
。

令和２年度 松尾地区のまちづくり 重点目標
　～第３次松尾地区基本構想から～

◎あなたと一緒につくる私たちのまち

・松尾への地域愛の醸成
・多様な価値観が共存する、新時代の地域コミュニティの創造
・住んでて良かったな、と思えるまちへの進化
◎安全でゆとりのある生活空間の創出　

　鳩ヶ嶺八幡宮や天竜川を活かした新たな交流の促進

・リニア時代に向けた伊那谷の交通ネットワーク体系における
　地域内道路網の整備
・通学路、生活道路の安全の確保
・高齢者にやさしい移動方法の確立
・地域資源を活用した心ゆさぶる観光の推進
・工業、地場産業の活性化
◎豊かな自然と共存し、きれいで住みやすいまち

・積極的な空き家の活用
・ふるさとの川や里山について「学び」「守り」「親しむ」
・住民一人ひとりがゴミの分別・減量化の意識を持ち、
　きれいなまち
・歩行者に配慮し、交通事故のない安心して暮らせるまち
・ご近所同士のコミュニティを大切にし、犯罪が起きないまち
・防災意識を高め、住民一人ひとりが助け合えるまち
◎人と人がつながり　心身ともに健康な　あたたかいまち

・いつまでもいきいきと暮らせる健康なまち
・地域で子育てや介護を支えあう福祉のまち
・子どもが自然の中で自由に遊べる場所づくり
・食文化の継承と創造
・子どもから高齢者まで「スポーツあふれるまち」の構築

フェイスシールドをつけて検温をする

基
本
構
想
が
出
さ
れ
今
後
10
年

を
め
ど
に
住
み
よ
い
町
づ
く
り

を
進
め
、
検
証
し
な
が
ら
松
尾

地
区
民
の
活
躍
の
場
所
を
提
供

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
道
１
５
１
号
八
幡
町
区
交
差

点
改
良
は
本
年
度
国
の
予
算
が

付
き
測
量
に
入
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
早
期
完
成
を
願
い
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
他
県

道
市
道
改
良
促
進
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
り
活
動
が
縮

小
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
一
刻
も

早
い
終
息
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。
松
尾
地
区
民
の
笑
顔
が
見

ら
れ
活
発
な
意
見
交
換
等
が
で

き
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま

す
。
本
年
１
年
間
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　６月１日、新型コロナウイルス感染症終息を願う打ち

上げ花火が全国花火業者有志（関島煙火製造所）、明地

区有志が参加し、地区内２か所で打ち上げられた。人が

密集するのを避けるために、打ち上げ場所は公表せずに

実施。感染防止のため自粛生活を余儀なくされた区民に

とっては、つかの間の癒しのひと時となっただろうか。

宮澤直人会長　
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世
界
的
流
行
の
コ
ロ
ナ
騒
動

の
中
、
歴
史
の
勉
強
の
中
で
知
っ

た
凄
い
決
意
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

世
間
で
悪
病
が
流
行
中
の
定
め

一
、
諸
商
人
や
諸
勧
進
を
は
じ

め
他
所
者
を
一
切
村
に
入
れ

て
は
い
け
な
い

一
、
流
行
病
が
終
わ
る
ま
で
、

職
人
や
商
人
は
旅
に
出
た

り
、
悪
病
が
は
び
こ
る
隣
村

と
の
出
入
り
は
禁
止
す
る
。

も
っ
と
も
ど
う
し
て
も
出
な

く
て
は
い
け
な
い
場
合
は
、

流
行
が
終
わ
る
ま
で
帰
宅
し

て
は
い
け
な
い
。

一
、
他
村
の
親
類
に
流
行
病
者

　

８
月
７
日
、
緑
ヶ
丘
中
学
校

は
、
技
術
部
１
・
２
年
生
（
部

員
53
人
）
を
対
象
に
木
工
教
室

を
行
っ
た
。

　

講
師
は
平
澤
勇
治
さ
ん
（
明

区
）
を
中
心
と
し
た
３
人
。
大

工
技
能
者
の
技
能
に
直
接
触

れ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
中
学
生

に
『
も
の
づ
く
り
の
魅
力
』
を

伝
え
る
た
め
に
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
。

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
予
防
の
為
、
講
師
の
人

数
を
減
ら
し
規
模
を
縮
小
し

て
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
日
、
１
年
生
は
背
も
た

れ
の
あ
る
椅
子
、
２
年
生
は
背

も
た
れ
が
無
い
椅
子
を
製
作
し

た
。

　

昨
年
は
木
工
部
門
で
文
部

科
学
大
臣
賞
を
受
賞
す
る
快

が
い
て
見
舞
い
に
行
く
時
は
二

十
日
以
内
に
は
帰
宅
し
な
い

こ
と
。
役
場
に
申
し
出
て
指

示
を
受
け
て
か
ら
帰
宅
す
る

こ
と
。

一
、
流
行
病
で
死
亡
し
た
者
が

出
た
ら
、
そ
の
者
の
親
兄
弟

の
家
か
ら
二
人
づ
つ
、
従
兄

弟
、
向
三
軒
両
隣
の
家
か
ら

一
人
づ
つ
立
ち
会
い
、
印
形
を

取
り
、
そ
の
他
の
者
は
出
入

り
し
な
い
こ
と
。

一
、
公
用
の
御
役
儀
や
医
師
、

法
者
、
神
主
な
ど
に
頼
み
事

が
あ
る
と
き
、
火
事
・
盗
難

な
ど
の
危
急
の
時
は
こ
の
限

り
で
は
な
い
。

　

以
上
、
流
行
病
が
静
ま
る
ま

で
お
互
い
に
堅
に
守
る
こ
と
。

諏
訪
郡
松
田
新
田
村

年
寄 

市
兵
衛
・
名
主
三
左
衛
門

　

江
戸
時
代
の
人
々
が
家
の
中

で
じ
っ
と
耐
え
忍
ん
で
い
た
姿
が

思
い
浮
か
ぶ
。
ウ
イ
ル
ス
が
ナ
メ

ン
ナ
ヨ
と
言
って
い
る
。

館
長
あ
い
さ
つ

プ
ロ
の

大
工
技
能
者

よ
り
指
導

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
渦
中

小
学
校
・
中
学
校
は
？

開催月 イベント・行事名 開催状況
４ 月 公民館総会 中　止

５ 月 ニュースポーツ講習会 中　止
松尾バレーボール前期大会 中　止

６ 月
松尾地区還暦の会 規模を縮小して実施
分館交流ニュースポーツ大会 中　止
松尾サイエンススクール 中　止

７ 月 図書館松尾分館夏のおたのしみ会 中　止
８ 月 いいだ人形劇フェスタ２０２０ 中　止

10 月
公民館報「まつお新聞」２５１号発行 発　行
第８６回松尾地区市民運動会 中　止
松尾バレーボール後期大会 中　止

11 月
健康ウォーキング教室
松尾サイエンススクール
飯田市女性バレーボール大会 中　止

12 月
図書館松尾分館クリスマスおたのしみ会
松尾サイエンススクール
松尾踊ってみよう会 中　止

１ 月
公民館報「まつお新聞」２５２号発行
松尾地区成人式
分館交流ワンバウンドふらばーるバレー大会

２ 月
松尾地区文化祭
第５８回飯田市公民館大会
多文化交流会

３ 月 公民館報「まつお新聞」２５３号発行

随 時
公民館分館役員研修会
本館委嘱委員研修会
松尾セミナー（松尾地区学習会）

未 定 親子映画観賞会
緑ヶ丘中学校区オープンワンバウンドふらばーるバレー交流大会

令和２年度公民館事業計画　中止の事業が…

挙
を
達
成
し
た
技
術
部
。「
技

術
を
身
に
つ
け
、
想
像
力
を
付

け
、
社
会
の
問
題
点
も
技
術
で

解
決
す
る
力
を
つ
け
て
い
き
た

い
」
と
顧
問
の
三
石
直
規
教
諭

は
語
っ
た
。

　

還
暦
を
迎

え
た
飯
田
市

松
尾
地
区
の

住
民
を
祝
う

「
還
暦
の
会
」

が
６
月
７
日

に
、
八
幡
町

区
の
鳩
ヶ
嶺

八
幡
宮
で
祈

願
祭
の
み
行

わ
れ
た
。

　

前
年
度
に

満
60
歳
を
迎

え
た
松
尾
地

区
在
住
者
が

対
象
で
、
今
年

は
１
５
４
人

が
該
当
。
12

地
区
か
ら
２

人
ず
つ
実
行

委
員
を
選
び
、

還暦の会　厳かに
コロナウイルスの中でも中止することなく無事開催

公
民
館
と
と
も
に
準
備
運
営
に

当
た
っ
た
。
飯
田
市
内
で
地
区

の
伝
統
と
し
て
還
暦
の
会
を
毎

年
行
っ
て
い
る
の
は
松
尾
地
区

だ
け
で
あ
る
。

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
予
防
の
観
点
か
ら
、
出
席
者

は
実
行
委
員
の
中
か
ら
木
下
徳

康
委
員
長
ら
９
人
の
み
と
な
っ

た
。

　

祈
願
祭
で
は
、
井
原
義
雄
宮

司
、
遠
藤
信
一
氏
子
総
代
会
会

長
、
下
條
啓
市
公
民
館
長
、
実

行
委
員
の
出
席
者
が
玉
串
を
捧

げ
、
今
後
の
安
寧
や
地
域
の
発

分館長 副分館長 副分館長 分館主事 文化委員 スポーツ委員 広報委員
上　溝 　伊藤　博隆 　小川　成實 　田畑眞由美 吉川　康史 木下　昭子 原　　偉樹 小笠原哲也
久　井 　塩澤　秀明 　松枝　弘晃 有川　恵美 市瀬　和寛 木下　和士 中根　昭登
水　城 　久保田　晃 井口　高広 小林　正紀 宮内　謙次 伊藤　宏雄
新　井 　代田　　稔 　康野　千秋 森本　　勉 小林　佳人 今村　公彦 柄澤　喜幸
寺　所 　光澤　　正 　松島　哲郎 石田　孝宏 宮澤　節雄 宮澤　良次 米山　正勝
明 　小林　友治 　今井　正 　宮島　俊介 平栗　節夫 宮島　　始 中村　展裕 鴨井　吉康

清　水 　宮脇　忠良 平栗　隆夫 新井　　優 代田　信昭 平栗　博幸
城 　後藤　　豊 　宮嶋　宏至 　池戸　浩二 中島　泰城 杉本　秀明 北浦　佑二 湯沢　　敬
八幡町 　尾曽　勝明 　田中　照明 　太田　　淳 村松　敏孝 平栗　隆市 藤本　範人 松下　達也
代　田 　田中　郁男 平栗　　亨 松村　勝彦 寺沢　浩士 湯浅　優子
毛　賀 　中村　四郎 　小池　良陽 塩沢　嘉昭 市瀬　正二 萩原　健治 宮川　成彦
常盤台 　平沢　利夫 窪田　利光 小室　光男 長野　善光 今村　周一

館　長　委　嘱

文　化 ◎熊谷　吏花 ○塩澤りゑ子 ○三浦　智生 多田井　清 酒井　和久 森本　浩之 村松　宜政
　前沢　和江

スポーツ ◎浅井　　晃 ○藤本　亮直 ○片桐　雅美 松倉　進一 田中　優喜 平澤みどり
広　報 ◎松原　倫子 ○伊藤　秀夫 ○木下　知代 平栗　　猛 代田　和信 酒井　祐幸 棚田　博士

総務企画◎平澤　勇治 ○伊藤　俊光 ○池田　稔梨 早川　雅司 片桐　眞樹 宮下　伸一 佐々木咲子
　小西　淳子 　森下　廣一 　市瀬　正二

スポーツ推進委員 　田中　利治 　竹下　広志 前川　正博 　◎委員長　○副委員長
　
「
全
国
す
べ
て
の
学
校
を
臨
時

休
校
す
る
よ
う
要
請
す
る
」

政
府
の
方
針
が
速
報
で
流
れ
た

の
は
２
月
27
日
夜
。
教
育
現
場

は
混
乱
の
中
、
そ
の
対
応
に
追

わ
れ
た
。

　

３
月
２
日
か
ら
始
ま
っ
た
臨

時
休
校
。
卒
業
式
や
入
学
式

と
い
っ
た
行
事
へ
の
影
響
の
み
な

ら
ず
、
一
学
期
の
通
常
登
校
も

で
き
ず
、
保
護
者
は
仕
事
を
休

ん
だ
り
、
祖
父
母
を
頼
っ
た
り
、

家
庭
に
も
大
き
な
影
響
が
あ
っ

た
。

　

５
月
11
日
か
ら
の
分
散
型
登

校
の
実
施
に
並
行
し
て
、
松
尾

小
学
校
で
は
学
童
の
受
け
入
れ

も
行
っ
た
。
会
場
は
松
尾
公
民

館
。
密
に
な
ら
な
い
よ
う
全
館

を
貸
し
切
り
、
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
10
人
程
度
の
力
を
借
り
な
が

ら
、
２
週
間
に
わ
た
り
朝
か
ら

夕
方
の
受
け
入
れ
を
行
っ
た
。

　

緑
ヶ
丘
中
学
校
に
お
い
て
も

同
じ
く
休
校
、
分
散
型
登
校
が

実
施
さ
れ
た
。
特
に
心
配
さ
れ

た
の
は
部
活
動
で
あ
る
。
こ
の

休
校
期
間
は
部
活
動
も
休
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
中
体
連
や
各

種
大
会
を
控
え
て
い
る
の
に
、
練

習
が
で
き
な
い
と
い
う
事
態
に

陥
っ
た
。
結
局
、
中
体
連
は
中

止
と
な
り
（
そ
の
代
わ
り
に
交

流
大
会
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
）、

こ
の
日
に
賭
け
て
き
た
生
徒
た

ち
と
、
ず
っ
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
き

た
保
護
者
た
ち
の
無
念
な
思
い

は
計
り
知
れ
な
い
。

　

学
校
が
通
常
運
営
で
き
な
い
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
も
ま
ま
な
ら
な
い
と

い
う
事
態
が
、
様
々
な
分
野
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
地

域
も
そ
の一つ
で
あ
る
。
下
條
公

民
館
長
は
、「
松
尾
小
学
校
の

学
童
受
け
入
れ
の
際
に
住
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
協
力
し
た
よ
う

に
、
地
域
で
何
が
で
き
る
か
、

学
校
現
場
の
苦
労
を
松
尾
地
区

全
体
の
課
題
と
捉
え
、
解
決
策

を
皆
で
考
え
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
た
め
、
公
民
館
閉
鎖
と

い
う
今
ま
で
に
な
い
環
境
の

中
、
令
和
2
年
度
最
初
の
ま

つ
お
新
聞
（
2
5
1
号
）
は

3
ヶ
月
遅
れ
で
の
発
行
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
委
員
一丸
と

な
っ
て
松
尾
の
出
来
事
を
お
届

け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

広
報
委
員
一同 

令和２年度　公民館役員名簿

＊
松
尾
サ
イ
エ
ン
ス

　

小
学
校
が
夏
休
み
と
な
っ

た
8
月
7
日
、
松
ぼ
っ
く
り

に
通
う
児
童
を
対
象
に
出
張

サ
イ
エ
ン
ス
「
C
D
ゴ
マ
を

作
ろ
う
」
が
行
わ
れ
た
。

展
を
願
っ
た
。

　

木
下
委
員
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
も
松
尾
地
区
還
暦
の
会

を
行
う
事
が
出
来
て
本
当
に
嬉

し
い
。
歴
代
の
会
と
比
べ
最
小

規
模
だ
が
、
地
域
に
感
謝
し
祝

う
こ
の
行
事
を
、
休
む
こ
と
な

く
開
催
出
来
た
。
今
後
の
松
尾

地
区
の
発
展
と
、
会
の
該
当
す

る
皆
様
の
健
康
と
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
か
ら
全
世
界

が
解
放
さ
れ
る
事
を
願
っ
て
い
ま

す
」
と
話
し
た
。

　

記
念
事
業
と
し
て
、
還
暦

の
会
が
公
民
館
に
ス
タ
ッ
キ
ン
グ

チ
ェ
ア
17
脚
を
寄
贈
し
、
木
下

委
員
長
が
下
條
公
民
館
長
に
目

録
を
手
渡
し
た
。
終
了
後
は
本

殿
で
記
念
撮
影
を
行
っ
た
。

寄贈された
スタッキングチェア

　下條啓市館長
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 避難所開設

　
松
尾
地
区
ま

ち
づ
く
り
委
員

会
で
は
、
２
月

28
日
付
で
コ
ロ

ナ
対
策
と
し
て

『
コ
ロ
ナ
感
染

の
発
生
及
び
拡

大
を
防
ぐ
為
の

取
組
み
』
と
い

う
こ
と
で
、「
３

月
16
日
ま
で
の

行
事
・
会
議
に

つ
い
て
は
、
飯

田
市
の
方
針
に

従
い
、
納
会
や

飲
食
を
伴
う
も

の
は
中
止
、
も

し
く
は
延
期
を

検
討
す
る
よ
う

に
。
こ
れ
以
後

は
状
況
を
見
て

判
断
し
て
く
だ

さ
い
」
と
の
通

知
が
出
さ
れ

た
。
そ
れ
以
降

も
こ
の
よ
う
な

通
知
が
何
回
も

出
さ
れ
た
。

　
そ
ん
な
中
、

松
尾
の
各
地
区

　
５
月
31
日
、
次
年
度
年
番
区

準
備
と
し
て
、
御
神
田
の
お
田

植
え
が
行
わ
れ
た
。
　
　
　
　

　
本
年
度
、
鳩
ケ
嶺
八
幡
宮
秋

季
例
大
祭（
年
番
：
上
溝
区
）は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
残
念
な
が
ら
神
輿

と
煙
火
は
中
止
と
な
っ
た
。
来

年
度
、
コ
ロ
ナ
情
勢
は
ど
う
推

移
し
て
い
く
か
わ
か
ら
な
い
状

況
で
あ
る
が
、
水
城
区
は
す
で

で
は
、
年
度
替
わ
り
の
会
議
や

集
会
が
軒
並
み
影
響
を
受
け
、

総
会
を
ど
う
す
る
か
、
評
議
員

会
を
ど
う
す
る
か
、
と
い
っ
た

声
が
区
長
会
の
中
で
も
問
題
に

な
り
、
結
局
各
区
の
対
応
に
任

さ
れ
た
。

　
清
水
区
と
し
て
は
、
総
会
の

日
程
が
４
月
11
日
と
い
う
事

で
、
松
尾
の
中
で
も
早
い
時
期

で
の
開
催
で
区
民
の
意
思
決
定

に
関
わ
る
大
事
な
議
題
も
あ

り
、
強
行
開
催
を
決
定
し
た
。

　
松
尾
地
区
全
体
で
、
総
会
を

開
催
し
た
の
は
、
結
局
上
溝
区

と
清
水
区
の
み
。
代
田
区
も
開

催
を
予
定
し
て
い
た
が
、
16
日

の
非
常
事
態
宣
言
の
全
国
拡
大

で
、書
面
決
議
に
し
た
そ
う
だ
。

　
清
水
区
は
４
月
１
日
の
第
１

回
評
議
員
会
は
、
換
気
を
よ
く

し
て
短
時
間
で
行
っ
た
。
４
月

27
日
の
第
２
回
評
議
員
会
は
、

飯
田
市
よ
り
市
の
施
設
の
使
用

自
粛
通
達
を
受
け
、
文
書
配
布

の
形
を
と
っ
た
。
そ
の
後
５
月

以
降
は
、
出
席
者
全
員
マ
ス
ク

着
用
で
、
空
間
を
広
く
取
り
、

換
気
を
良
く
し
て
、
出
来
る
だ

け
短
時
間
で
行
っ
て
い
る
。

　
松
尾
地
区
と
し
て
は
、
鳩
ヶ

嶺
八
幡
宮
及
び
毛
賀
諏
訪
神
社

　
区
長
と
し
て
事
業
を
実
施
し

て
い
く
の
は
大
変
な
こ
と
で
あ

る
が
、
毎
年
決
ま
っ
た
こ
と
を

計
画
通
り
に
実
行
し
て
い
け
る

こ
と
に
、
達
成
感
を
感
じ
て
い

た
。

　
今
年
は
、
こ
れ
ま
で
誰
も
経

験
し
た
こ
と
が
な
い
状
況
。
ど

　
７
月
８
日
午
前
６
時
43
分
に
飯
田
市

全
域
に
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
た
。
清

水
区
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー

に
避
難
所
を
開
設
し
た
。
時
間
経
過
は

以
下
の
と
お
り
。

６
時
30
分 

「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
発
表
」

                

飯
田
市
危
機
管
理
室
よ
り

市
内
全
域
へ
「
避
難
勧
告
」

発
令

６
時 

43
分
　「
大
雨
特
別
警
報
」発
表

　
　
　
　
　 

レ
ベ
ル
４

７
時
７
分
　
清
水
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防

セ
ン
タ
ー
へ
避
難
所
開
設

７
時
30
分
　
松
尾
本
部
よ
り
自
主
防
災

無
線
の
開
局
要
請

 

７
時
50
分
　
清
水
区
自
主
防
災
無
線
開
局

10
時
20
分
　
松
尾
本
部
よ
り
、
避
難
者

が
い
な
い
地
区
に
つ
い
て

は
避
難
所
閉
鎖
の
指
示

10
時 

30
分
　
清
水
区
避
難
所
閉
鎖

　
以
上
、
避
難
所
へ
は
執
行
部
が
待
機
。

　
防
災
（
水
害
）
に
対
し
て
区
と
し
て

の
考
え
（
去
年
も
避
難
所
開
設
）

　
異
常
気
象
は
こ
こ
数
年
、
全
国
的
に
大

災
害
を
招
い
て
い
る
。
昨
年
の
、
長
野
市

千
曲
川
の
決
壊
が
記
憶
に
新
し
い
。
秋
雨

前
線
に
よ
る
も
の
だ
が
、
最
近
よ
く
聞
く

言
葉
が
「
線
状
降
水
帯
」
と
い
う
も
の
。

昨
年
の
長
野
市
の
災
害
も
少
し
場
所
が
変

わ
れ
ば
、
飯
田
市
の
天
竜
川
で
も
起
こ
っ
て

い
た
可
能
性
が
充
分
に
あ
る
。
こ
う
い
っ
た

災
害
は
今
日
本
の
ど
こ
で
起
き
て
も
お
か
し

く
な
い
状
況
だ
。
こ
れ
は
、
多
く
の
人
が

感
じ
て
い
る
事
。

　
そ
こ
に
加
え
て
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
対
策
」。
盛
ん
に
言

わ
れ
て
い
る
「
三
密
」
を
避
け
て
、
い

か
に
避
難
所
を
確
保
す
る
か
が
問
題
で
あ

る
。
一
昨
年
に
飯
田
市
が
提
案
し
た
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
も
有
効
に
な
る
と
思

う
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
な
る
と
、
何
で

も
避
難
所
に
避
難
す
る
こ
と
が
良
い
と

は
言
え
な
く
な
る
。
各
自
の
災
害
に
対

す
る
認
識
と
判
断
力
が
自
身
の
身
を
守

る
事
に
な
る
と
思
う
。
そ
の
情
報
提
供

等
に
区
と
し
て
何
が
出
来
る
か
を
考
え

て
い
き
た
い
。

　
毛
賀
区
は
７
月
８
日
、
11
日
に
毛
賀

区
民
会
館
、
13
日
に
松
尾
公
民
館
を
避

難
所
と
し
て
開
設
し
た
。

の
秋
季
例
大
祭
が
神
事
の
み
と

な
り
、
大
き
な
事
業
が
軒
並
み

中
止
も
し
く
は
縮
小
と
い
う
形

で
、
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
が

集
ま
っ
て
楽
し
む
こ
と
が
難
し

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
地
区
行

事
の
そ
も
そ
も
の
目
的
は
、
地

区
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、親
睦
を
図
る
こ
と
。コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
結
束
、そ
れ
が「
住

民
の
皆
さ
ん
の
幸
せ
に
繋
が
る

事
」
の
は
ず
だ
。

　
か
と
言
っ
て
、
決
し
て
焦
っ

て
は
い
け
な
い
。
こ
の
よ
う
な

状
態
が
い
つ
ま
で
続
く
か
わ
か
ら

な
い
が
、
我
慢
を
す
る
時
だ
と

思
っ
て
、
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
っ
て
、

上
手
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
っ
て
い
こ
う
。

清
水
区
長
　
　
　
　
　
　
　

　
竹
村
清
海
さ
ん
談
話

清
水
区

代
田
区

清
水
区

毛
賀
区

御
神
田
お
田
植
え

水城区

上溝区

に
塩
澤
良
明
年
番
長
が
指
名

さ
れ
、
現
在
４
役
に
て
準
備

作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
塩
澤
年
番
長
に
よ
る
と
、

御
神
田
は
区
内
で
コ
シ
ヒ
カ

リ
の
注
連
縄
造
り
を
予
定
し

て
い
た
が
、
藁
丈
が
短
く
注

連
縄
に
は
不
向
き
で
あ
る
こ

と
と
、
藁
丈
が
長
い
農
林
22

号
の
種
も
み
を
引
き
継
い
で

う
し
た
ら
よ
い
の
か
は
誰
も
わ

か
ら
な
い
。
他
地
区
の
話
も
参

考
に
す
る
が
真
似
は
で
き
な

い
。

　
た
だ
、
区
民
か
ら
区
費
を
集

め
て
い
る
以
上
、
コ
ロ
ナ
だ
か

ら
何
も
で
き
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
は
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
る
。
区
民
の
た
め
に
で
き
る

こ
と
は
な
い
か
、
ど
う
や
っ
て

リ
カ
バ
リ
ー
す
る
か
、
日
々
模

索
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
し

か
し
、
第
二
波
、
第
三
波
が
来

て
、
結
局
何
も
で
き
な
い
か
も

し
れ
な
い
と
思
う
と
精
神
的
に

も
つ
ら
い
の
が
実
情
。

　
そ
ん
な
中
、
よ
か
っ
た
こ
と

も
あ
っ
た
。
３
月
の
総
会
が
書

面
決
議
に
な
っ
た
こ
と
で
多
く

の
意
見
が
出
た
。
お
そ
ら
く
顔

を
合
わ
せ
て
い
て
は
言
い
づ
ら

い
こ
と
も
、
書
面
だ
っ
た
こ
と

で
、
よ
り
出
し
や
す
く
な
っ
た

の
だ
と
思
う
。

　
早
速
、
出
さ
れ
た
意
見
の
中

で
す
ぐ
に
で
き
る
こ
と
を
改
革

し
始
め
た
。
こ
ん
な
状
況
に
な

ら
な
け
れ
ば
成
し
え
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
っ
た
の
だ
と
感
じ
て

い
る
。

　
代
田
区
長
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
奥
村
和
德
さ
ん
談
話

行
く
必
要
も
あ

る
こ
と
か
ら
、

農
林
22
号
で
の

作
付
け
が
可
能

か
水
城
農
家
組

合
と
協
議
し

た
。

　
結
果
水
城
区

に
は
適
し
た
場

所
が
な
く
、
実

績
の
あ
る
平
成

十
八
番
会
の
協

力
で
清
水
区
内

で
作
る
こ
と
と

な
っ
た
。

キ
ウ
イ
伐
採
と
単
管
撤
去

　

７

月

５

日
、
全
市
一

斉
の
河
川
清

掃
終
了
後
、

神
輿
会
を
中

心
に
上
溝
集

会
所
の
キ
ウ

イ
の
伐
採
と

単
管
撤
去
が

行
わ
れ
た
。

壮
年
会
と
中

建
会
も
、
集
会
所
周
り
の
草
刈

り
を
終
え
た
後
、
こ
の
作
業
に

参
加
し
た
。

　
こ
の
単
管
は
、
平
成
８
年
頃
、

祭
り
の
ひ
さ
し
用
と
し
て
神
輿

会
が
設
置
し
た
も
の
で
、
同
時

に
キ
ウ
イ
も
植
え
ら
れ
た
。
そ

の
後
、
キ
ウ
イ
は
元
気
に
葉
を

茂
ら
せ
、
夏
は
涼
し
い
日
陰
を

提
供
し
、
秋
は
数
百
個
の
実
が

敬
老
会
な
ど
で
区
民
に
配
ら
れ

た
。
二
十
数
年
が
経
過
し
、
樹

勢
が
衰
え
、
昨
年
の
う
ち
に
根

元
を
切
断
、
数
カ
月
間
枯
ら
し

て
伐
採
と
な
っ
た
。
し
っ
か
り

７月８日各区において避難所開設

　
松
尾
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で

は
、
災
害
時
対
策
本
部
と
し
て

運
用
で
き
る
よ
う
に
、
松
尾
公

民
館
内
談
話
室
を
改
装
し
ま
し

た
。
そ
れ
に
伴
い
不
要
と
な
っ

た
応
接
セ
ッ
ト
（
テ
ー
ブ
ル
、

ソ
フ
ァ
）
を
差
し
上
げ
ま
す
。
一

式
を
ま
と
め
て
引
き
取
っ
て
い

た
だ
け
る
方
限
定
で
す
。
応
募

多
数
の
場
合
は
、
電
話
連
絡
を

も
っ
て
当
選
通
知
に
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
10
月
16
日

ま
で
に
松
尾
公
民
館
へ
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

 

応
接
セ
ッ
ト

  

差
し
上
げ
ま
す

巻き付いた枝を細かく切り落とす

コロナ感染防止策　悩める区長たち
変更になった事業（総会、評議員会など）どのように

と
巻
き
付
い
た
枝
を
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
で
少
し
ず
つ
切
断
し
、
単

管
か
ら
解
体
し
て
い
く
。幸
い
、

こ
の
種
の
作
業
に
精
通
し
た
数

名
の
区
民
の
活
躍
と
、
高
所
作

業
車
、
ク
レ
ー
ン
車
の
提
供
も

あ
り
、
心
配
さ
れ
た
雨
も
降
ら

ず
、昼
過
ぎ
に
無
事
終
了
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流

行
の
影
響
を
受
け
、
主
だ
っ
た

行
事
の
中
止
が
続
く
中
、
こ
れ

ほ
ど
多
数
の
区
民
が
集
ま
る
の

は
３
月
の
総
会
以
来
。
久
し
ぶ

り
に
上
溝
区
の
仲
間
の
顔
を
見

ら
れ
る
機
会
と
な
っ
た
。


